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 最近ではオープンキャンパスや理科教室な

ど、様々な形で演示実験や体験、工作などが実

施され理科への関心を持たせようとする企画

が行なわれている。その中で放電現象は高校物

理で学習するものの高電圧機器や真空装置な

どを使用するため容易に実施できない。また、

放電による発光現象などは観察できるものの、

ダイナミックな動きや音が発生する訳でもな

いので、どれだけ関心を持たせられるか疑問で

もある。そこで、螺旋プラズマ生成装置が考案

され[1,2]、いくつかのオープンキャンパスで実

演されるようになってきた。 

本研究では、単におもしろい演示実験装置に

とどまらず、物理メカニズムを加味し学生等に、

より深い関心を持ってもらうために螺旋プラ

ズマの生成と放電特性を理解することを目的

としている。前回までは、Arガスを作動ガスと

して使用した[3,4]。今回は、導入ガスをN2やHe
に変え、ガス種による放電特性の違いなどを調

べた。 

 実験装置をFig.1に示す。プラズマはガラス製

の同軸円管の中で直流放電により生成され、中

心円管に円筒磁石を挿入することで螺旋プラ

ズマが生成される。N2ガスを用いた実験結果の

一例をFig.2に示す。Arガスは、放電電圧が3kV、

背景圧200～300Paで生成維持されていたのに

対し、N2ガスでは、放電電圧7kV、背景圧80Pa
程度で生成されたが、放電電流を30mA以上で

なければ維持できなかった。プラズマの回転周

期および螺旋長は、放電電流の増加に対してほ

ぼ同じ傾向を示している。Heガスも試みたが、

この実験装置では背景圧を増加させても紐状

プラズマには至らず螺旋プラズマが生成でき

なかった。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 1. Helical plasma demonstration experiment  
apparatus 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 2. Dependence of period of plasma rotation, 
wavelength of plasma column on discharge current 
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